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研究成果の概要（和文）：  女性の乳がん患者と一般女性を対象に、不眠の有無とその影響要因を比較したとこ
ろ、不眠について有意な差は認められなかった。そこで全研究対象者に、不眠の有無を従属変数とする多重ロジ
スティック回帰分析を行った結果、12歳以上の子供の同居、抑うつ、疲労感が影響要因として抽出された。不眠
を軽減するには、がん疾患に関わらず一般女性を対象としたスクリーニングとこれら影響要因を軽減するような
援助が必要である。

研究成果の概要（英文）：The study was carried out to clarify the incidence of insomnia and relevant 
factors in breast cancer patients and the general female population. No statistically significant 
difference was observed between the two groups. As the result of conducting a multiple logistic 
regression analysis with insomnia as the dependent variable, living together with children over 12 
years old, depression, and fatigue were extracted as factors. The findings of this study suggest 
that screening for insomnia in the female population and providing support to reduce these related 
factors may be necessary whether the person is a cancer patient or not. 

研究分野：リラクセーション看護
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１．研究開始当初の背景 
1981 年以来、がんは日本人の死因の第 1
位であり、増加の一途をたどっている。しか
し、診断法や治療の進歩により 5年生存率は
平均約 57％に向上し、特に乳がんでは早期に
発見された場合は 90％以上である。これは、
初期治療後の生存期間が長いことを示して
おり治療と経過観察期間の長期化をもたら
している。その期間、様々な症状・徴候に苦
しんでいる患者が多く、最も多いものは疲労
感・抑うつ・痛みであり、いずれも不眠をも
たらしていると海外で報告されている。 
それらは、いずれも生活の質（Quality of 

life ：以下 QOL）を低下させるため、認知行
動療法・音楽療法・運動療法・マッサージト
リートメント・リフレクソロジーなど症状を
軽減させ QOL を改善することを目的とした
看護介入が多数報告されている。しかし、そ
れらは医療者が主体であったり、機器が必要
であったりする。自律訓練法は、不安や緊張
の強い患者に対する心理療法として発展し
てきたが、方法が簡単であることから教育や
産業、スポーツなど様々な分野でセルフリラ
クセーションとして行われている。セルフリ
ラクセーションであるため、外来通院中の乳
がん患者が自宅で実施することが可能であ
ると考える。研究者らがこれまで行ってきた
研究から自律訓練法を実施すると眠くなる
者が多数いることに気づいた。そこで、乳が
ん患者に自律訓練法を継続的に練習しても
らい、睡眠への影響を検証することを考えた。 
一方、海外では、乳がん患者の心理的スト
レスの縦断的研究・横断的研究により心理的
ストレスが高い状態が長期に継続し、不眠と
の関連が示唆されている。また、日本人の５
人に１人は不眠を訴えており、心理的ストレ
スが原因とされるうつ病が、特に女性で増加
している。しかし、乳がん患者の不眠の出現
率や不眠への影響要因などを一般女性との
比較で述べた研究報告は限られている。以上
のことから、外来通院中の乳がん患者と一般
女性の不眠の有無と不眠に影響する要因を
調査比較し、乳がん患者の不眠に自律訓練法
による介入試験を実施する資料とすること
とした。 

 
２．研究の目的 
外来通院する乳がん患者と一般の女性の
不眠の有無、不安・抑うつ、QOL について
比較し、不眠への影響要因を検討する。 
 
３．研究の方法 
(1) 研究対象者 
本研究の対象者を、中部地域の乳腺外科を
標榜する診療所の外来を受診する 20 歳以上
の女性で研究参加に同意した者とした。 
 
(2) 調査内容 
① 基本属性 
 年齢、受診目的、乳がん患者は乳がん診断

からの経過年、就労状態、同居者、婚姻状態、
ソーシャルサポート、不眠についてとした。 
② The European Organization for Research  
and Treatment of Cancer Quality of Life 
Questionnaire (EORTC QLQ-C30 ) version 3.0  
がん領域で広く使用されている QOL 尺
度で、30の質問項目から成り、5つの機能
尺度（身体、役割、認知、情緒、社会生活）
と 3つの症状の尺度（疲労感、疼痛、嘔気・
嘔吐）、6つの項目（息切れ、不眠、食欲不
振、便秘、下痢、経済的困難）と 1つの全
般的な QOLの評価尺度を含む。 
③ Hospital Anxiety and Depression Scale 
(HADS) 
 不安や抑うつのレベルを評価する尺度で、
身体疾患を有する患者でも身体症状の影響
を受けずに評価できる調査票である。 
 
(3) データ収集方法 
診療所の中待合室にポスターを貼り、研究
説明書と無記名自記式の調査票、研究者宛の
返信用封筒を入れた封筒を設置し、興味のあ
る人は誰でも手に取り見られるように、また、
持ち帰ることができるようにした。 
返信用封筒で研究者に調査票が届いたこ
とで、研究参加への同意があるとみなした。 
 
(4) 分析方法 
回答より一般女性と乳がん患者に分け、基
本属性は t 検定もしくはχ2 検定、HADS と
EORTC QLQ-C30 は代表値を平均と標準偏差と
し t検定を行った。また、不眠の有無で群に
分け、同様のことを行った。その結果有意差
のある項目について独立変数、不眠の有無を
従属変数として一括投入した多重ロジステ
ィック回帰分析を行った。有意水準は 5％と
し、解析には SPSS 24.0 を用いた。 
 
(5) 倫理的配慮 
研究の趣旨、研究方法、協力内容、自由意
思による参加の保証、研究の参加不参加は診
療に影響しないこと、データの保存について
などを説明書に記載し、同意した場合のみ回
答し研究者に返送することを依頼した。調査
への回答は無記名とし、個人の特定につなが
る情報は収集しなかった。以下の調査は、佐
久大学研究倫理委員会の承認を受け実施し
た。 
 
４．研究成果 
 528 の調査票の入った封筒が持ち帰られ、研
究者に返送されたのは 292 (回収率 55.3％)、
そのうち記入漏れのない287を有効回答とし
た（有効回答率 98.3％）。 
質問紙の回答より、対象者を乳がんの診断
を受けた乳がん患者、乳がんと診断を受けて
いない女性を一般女性をとした。従って、一
般女性には、乳がん検診、乳がんの精密検査、
胃がん検診（胃カメラ）等の目的での受診が
含まれた。 



(1) 対象の属性 
表 1のように 287 名の対象者の平均年齢 
は 51.7 (SD 11.7) 歳、そのうち一般女性は
221 名 50.4 歳（SD 11.9）、乳がん患者は 66
名 56.0 歳（SD 10.0）と乳がん患者が一般女
性患者より有意に平均年齢が高かった。これ
は、比較的若年者から乳がん検診を受ける者
が多いためと考えられる。約 80％が結婚して
おり、婚姻の状態に有意な差は無かった。就
労については、一般女性は 74.2％が何らかの
形で就労しており、乳がん患者ではそれより
やや低く 66.7％であったが、有意な差は無か
った。同居者に関しては、独居、夫、（義）
父母については、有意な差は無かったが 12
歳以上の子供との同居は乳がん患者で 50％
と一般女性患者の 36.2％より有意に多かっ
た。逆に 12 歳以下の子供との同居は一般女
性者が 21.7％で乳がん患者の 10.6％より有
意に低かった。これらは、乳がん患者の平均
年齢が一般女性より約5歳高い事が関係して
いると考えられる。 
 ソーシャルサポートは、夫、子供、（義）
父母、友人、その他とも一般女性と乳がん患
者で有意な差は無かった。その他の自由記載
の内容にペットとの記入が多かった。 
 乳がんの診断からの経過年数は表2のよう
に 5 年以内の者が約半数で 10 年以内の者は
約 80％であった。 
 
（2）不眠の状態 
 不眠の有無を問う質問には一般女性の
57.9％、乳がん患者の 57.6％が何らかの睡眠
状態の障害による不眠と答えており、有意な
差は無かった。EORTC QLQ-C30 の睡眠に関す
る質問は「睡眠に支障がありましたか。」で
あるが、平均スコアが一般女性で 19.6(SD 
24.2)、乳がん患者で 19.7(SD 26.8)とほぼ同
等で有意な差は無かった。（表 1,3） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

(3) EORTC QLQ-C30 
一般女性と乳がん患者に分け平均値を比
較すると表 3のように、身体機能、嘔気・嘔
吐、下痢、経済的困難、全般的健康状態、で
有意に差があった。しかし、「不眠」は有意
差がなかったため、いずれの項目も不眠の影
響要因とは考えられなかった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
（4）HADS 
一般女性と乳がん患者に分け平均値を比
較すると表 4 のように HADS-不安及び HADS-
抑うつは有意な差は認められなかった。先行
研究よりカットオフポイントを7/8とし人数
の割合を比較したが、両群に有意な差は認め
られなかった。 
 
（5）不眠に関連する要因 
 そこで、全対象者を不眠の有無で 2群に分
け、基本属性（表 5）、HADS（表 6）、EORTC QLQ 
-C30（表 7）について比較した。不眠の無い
者は 121 名(43.5%)、不眠のある者は 166 名
（57.8%）で、2 群を比較すると、12 歳以上
の子供の同居、HADS-不安、HADS-抑うつ、役 



割機能、息切れ、不眠、食欲不振、疲労感、
疼痛、情緒機能、認識機能、社会生活、経済
的困難、全般的健康状態の 14 項目で有意な
差が認められた。不眠の有無を従属変数とし、
有意差がみられた不眠以外の 13 項目を一括
投入し多重ロジスティック解析を行ったと
ころ、表 8のように、12 歳以上の子供との同
居でオッズ比（OR）0.404 と有意な負の影響
が、HADS-抑うつ OR 1.137、疲労感で OR 1.026
と正の影響が見られた。12才以上の子供との
同居では、特に子供が女子の場合、精神的な
サポートや家事の負担軽減に関与している
ことは容易に推測されるが、これらを明らか
にし社会的資源を活用するなどの支援方法
を考えていく事も今後の課題であると考え
る。 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 研究者らの予測に反して、乳がん患者と一
般女性の不眠だと自覚している人数の割合
に差はなく約 57％であった。そして、疲労感
と抑うつが不眠に影響していた。乳がんの女 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
性ばかりでなく一般女性の多くが不眠・疲労
感・抑うつを抱えている可能性があることか
ら、それらをスクリーニングし支援していく
ことが必要である。支援の方法の一つとして、
研究者らが Web 上に開設しているような、自



律訓練法をはじめとするセルフリラクセー 
ションが考えられ、今後その有用性や効果的
な支援方法の検討が必要と考える。 
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